
と
あ
る
雙
桂
に
と
ら
は
れ
て
之
を
月
の
意
に
解
し
、
そ
れ
に
次
の
「
離
箕
．
」

　
　

本
」
と
の
異
同
の
幾
つ
か
'
Ａ
記
さ
れ
て
ゐ
る
に
．
す
ぎ
な
い
．
『
法
願
修
』
の

　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｌ

　
　
　
　
　

ｙ

　

―
－

　
　

』

り
一
字
を
附
け
て
区
切
つ
仁
こ
と
に
あ
る
・
し
か
し
な
が
び
、
こ
の
掛
ぽ
へ
場
心
ほ
ど
の
煩
発
を
敢
て
せ
ず
と
も
、
謬
翁
葡
施
す
に
あ
だ
っ
て
、
記
ゞ

開
元
寺
本
の
誤
り
で
、
佳
が
正
し
く
、
百
丈
と
は
蔑
檀
の
意
で
あ
っ
て
、

　
　

大
正
蔵
超
本
を
底
本
に
用
ゐ
て
Ｉ
こ
の
方
が
蘭
書
寮
御
蔵
書
を
底
本
と

　
　
　

こ
れ
は
私
の
節
解
に
明
ら
か
な
通
り
「
五
雨
軍
飛
」
と
對
を
な
す
句
で
あ

　
　
　

る
か
ら
「
百
丈
な
ら
び
往
く
」
』
よ
ま
な
け
れ
・
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、

　
　
　

。
「
離
箕
創
節
」
が
一
洵
に
な
っ
て
「
廣
漠
初
幟
」
と
對
を
た
ぞ
。
離
箕
と
は
、
’

　
　
　

肯
書
洪
範
に
「
月
経
于
箕
多
風
」
と
見
え
、
春
秋
緯

　

（
周
綾
太
娘
伯
疏

　
　
　

引
）
に
「
月
離
于
箕
、
風
必
揚
沙
」
と
見
え
る
こ
と
よ
り
μ
て
、
こ
ｓ
は

　
　
　

「
廣
漠
初
幟
」
を
繰
返
し
て
「
風
が
吹
き
は
じ
め
仁
時
」
と
言
っ
て
ゐ
る

　
　
　

も
の
と
解
せ
ら
れ
る
（
離
は
カ
カ
ル
と
訓
す
る
）
。
「
棄
玄
朔
」
を
気
温
を

　
　
　

建
べ
尤
も
の
と
解
す
る
の
は
失
富
で
、
こ
れ
ば
「
向
朱
方
」
と
對
し
て
、

　
　
　

さ
き
の
「
面
翼
診
背
番
馬
」
（
こ
の
翼
珍
を
天
文
を
按
じ
て
精
密
に
記
し
た

　
　
　

と
い
ふ
の
も
妥
富
で
な
く
、
翠
に
「
南
を
さ
し
て
」
と
解
す
べ
き
で
あ
Ｉ
る
）

　
　
　

と
同
じ
こ
と
を
繰
返
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

結
論
―
し
て
、
こ
の
本
は
そ
の
根
本
と
な
っ
た
。
テ
キ
Ｋ
.
ト
が
よ
く
な
か

　
　
　

っ
記
仁
め
Ｉ
こ
の
鋏
陥
は
致
命
附
で
あ
る
Ｉ
！
と
、
讃
解
に
阻
々
妥
富

　
　
　

で
な
い
鮎
が
為
る
仁
め
に
、
『
大
唐
西
域
求
法
高
曾
傅
』
の
標
準
版
と
ふ

　
　
　

な
し
雄
い
も
の
で
あ
る
と
言
ば
Ｉ
ね
ば
な
ら
な
い
。
課
註
者
の
沸
は
れ
た
努

　
　
　

力
が
多
大
で
あ
っ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
だ
け
に
、
一
層
逡
憾
て
あ
。
る
Ｑ
足
｀

３

　
　

立
氏
が
さ
き
に
著
さ
れ
仁
『
法
顕
傅
』
は
詳
し
い
校
勘
記
か
つ
い
て
‘
ゐ
■
Ｖ
-

ﾀ
゛
か
九
と
に
か
ぐ
利
用
し
得
た
。
’
今
度
の
も
の
社
「
高
麗
本
１
　
　
-
Ｊ
Ｊ
「
黄
薬

す
る
よ
り
盛
か
に
手
Ｊ
で
あ
ら
う
Ｉ
Ｉ
そ
の
句
漬
の
誤
ｈ
’
を
匡
し
仁
だ
け

Ｉ
（
な
ほ
事
情
が
許
せ
ル
校
勘
の
不
備
を
．
も
稲
へ
ば
）
ヽ
そ
れ
*
Ａ
　
n
f
i
L
t
ｓ
＾
に
占

む
る
位
置
は
今
度
の
本
と
は
此
べ
も
の
に
な
ら
な
か
つ
仁
で
あ
ら
う
Ｊ
Ｏ
惜

し
ま
れ
る
。

〔
藤

　

枝

　
　

晃
〕

亀
帳
汗
國
史
蒙
古
研
究
叢
書
第
ニ

　
　
　
　

Ａ
・
ヤ
ク
ボ
フ
ス
キ
ー

　

Ｂ
・
グ
レ
ー
プ
著

　
　
　
　

播
廳
楢

　

吉
課

昭
和
十
七
年
三
月
廿
自

Ａ
５
判
本
文
三
九
九
頁

生
活
此
蛮
行

　
　

7
7

定
價
五
圓
八
十
銭

　
　
　

一

大
な
る
足
跡
を
残
し
欠
か
に
就
て
‘
は
今
更
改
め
で
萱
く
鳶
も
な
い
。
両
も

此
の
傅
統
は
最
近
の
バ
ル
ト
リ
ド
、
ウ
ラ
ジ
ミ
ル
ッ
ヲ
フ
よ
り
ポ
’
ツ
。
へ
、

カ
ザ
ケ
ゲ
ヰ
チ
の
現
在
に
至
る
迄
、
依
然
と
し
て
維
持
さ
れ
て
ゐ
渇
の
で

あ
る
・
然
る
に
も
拘
ら
ず
、
其
の
言
語
の
特
殊
性
と
書
籍
の
稀
１
　
と
に
阻

―
れ
て
其
の
成
果
の
利
用
が
我
が
國
に
於
て
兎
角
等
閑
に
附
き
れ
易
い
の

は
、
事
情
巳
む
を
得
ぬ
と
は
い
ひ
な
が
ら
甚
だ
逡
憾
の
極
み
で
あ
つ
『
仁
。

此
の
齢
、
吾
が
播
磨
楢
吉
氏
が
善
隣
協
會
に
在
っ
て
絶
え
ず
蒙
古
史
研
究
プ

に
澗
す
る
’
心
ア
賃
料
を
翻
譚
迦
介
せ
ら
れ
て
ゐ
Ｉ
こ
と
は
、
其
の
功
礦

過

去

に

於

｜

シ
影
の

,東

洋

學

が

蒙

古

學

研

究
の

上

に

如

何

に

　

｀

偉



2７４

洵
に
大
な
る
。
も
の
お
り
と
い
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
ｓ
に
粗
介
せ
ん
と
す

る
「
金
帳
汗
國
史
」
は
、
氏
炉
嘗
て
敷
同
に
互
っ
て
雑
誌
『
蒙
古
』
誌
上
に
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｔ

出
褐
載
せ
ら
れ
仁
所
々
一
括
し
、
蒙
古
研
’
究
叢
書
第
二
巷
と
し
て
世
に
問

は
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
斯
學
の
研
究
に
貢
献
す
る
こ
と
あ
る
べ

き
は
疑
は
ぬ
も
の
で
あ
る
。
尤
も
本
書
に
は
一
九
三
九
年
、
印
ち
原
書
刊

行
の
翌
々
年
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
ス
ラ
ブ
研
究
會
々
員
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ｏ
ｉ
ｓ

Ｔ
ｈ
ｕ
r
ｅ
t
　
L
i
よ
る
翻
課
”
　
Ｌ
ａ
　
Ｈ
ｏ
ｒ
ｄ
　
ｅ
　
ｄ
'
Ｏ
ｒ
｡
　
l
a
　
ｄ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
t
ｉ
ｏ
ｎ
　
t
ａ
t
ａ
ｒ
ｅ
　
ａ
ｕ

１
３
”
　
ｔ
ｔ
　
ｌ
ｉ
°
　
ｓ
'
.
ｅ
ｃ
ｌ
ｅ
ｓ
　
ｄ
ｅ
　
l
a
　
m
e
ｒ
　
Ｊ
ａ
ｕ
ｎ
ｅ
　
;
＼
　
l
a
　
m
e
ｒ
　
Ｎ
ｏ
ｉ
ｒ
ｅ
”
が
既
に
行

は
れ
て
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
こ
の
事
賞
は
決
し
て
邦
謬
の
價
値
を
何
ら
下
げ

る
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。
「
ヤ
ク
ボ
フ
ス
キ
ー
及
び
グ
レ
コ
フ
の
こ
の

著
書
に
は
、
尨
大
な
関
係
賓
料
の
批
判
の
結
果
、
正
確
・
な
り
と
認
め
ら
れ

る
史
賞
を
の
み
提
供
こ
そ
す
れ
一
般
に
見
受
け
ら
れ
る
が
如
き
歴
史
小
説

に
類
す
る
も
の
は
見
富
ら
な
い
。
」

　

と
い
へ
る
ツ
ー
レ
ー
の
序
文
を
以
て

之
を
知
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
’
著
者
Ａ
･
ヤ
タ
ボ
フ
ス
キ
ー
（
一
八
八
六
－
）
、

Ｂ
・
ｙ
レ
・
フ
（
一
八
八
二
―
）
に
就
て
は
倶
に
レ
ニ
ン
グ
ラ
>
―
　
i
t
.
大
學
教

授
に
し
て
話
史
研
究
院
會
澗
を
装
ね
、
前
者
は
「
ベ
ル
ケ
ー
サ
ラ
イ
の
手

工
業
の
起
源
」
、
「
ウ
ル
ゲ
ン
チ
の
痕
墟
」
等
の
研
究
に
於
て
、
後
者
は

一
。
キ
エ
フ
’
侯
國
の
封
建
制
度
」
、
「
十
四
Ｉ
十
六
世
紀
に
互
る
モ
ス
’
Ｉ
侯

國
の
封
建
村
落
に
就
て
」
等
の
論
詫
を
以
て
夫
々
現
代
ロ
シ
ア
史
學
界
に

著
名
な
史
家
・
で
あ
る
・
本
書
に
収
む
る
所
の
前
篇
『
金
斡
耳
弟
』
は
此
の

ヤ
タ
ボ
フ
ス
キ
ー
の
作
で
あ
り
、
後
篇
『
金
帳
汗
國
ど
ロ
シ
ア
。
』
は
即
ち

グ
’
レ
’
フ
の
著
に
係
る
。

　

前
篇
『
金
斡
耳
菜
』
に
は
光
づ
序
文
に
於
て
ご

十
一
世
紀
末
以
来
既
に
同
数
徒
史
家
の
所
謂
デ
シ
ト
ー
イ
ー
キ
プ
チ
ヤ
ク
、

印
ち
キ
プ
チ
ヤ
ク
人
の
居
住
す
る
草
原
と
な
り
居
れ
る
次
第
よ
り
脆
き
起

し
、
以
下
章
を
重
ぬ
る
こ
と
七
、
蒙
古
人
１
　
會
の
高
度
な
統
制
と
絶
え
ざ

る
封
建
戦
争
に
分
裂
せ
る
常
時
の
ロ
シ
ア
と
の
對
照
に
於
て
、
ノ
ブ
ゴ
ロ

ド
侯
國
を
除
く
大
半
の
諸
侯
國
、
例
へ
ば
ガ
リ
シ
ア
ー
キ
ェ
フ
ー
チ
ェ
ル
ユ

ゴ
フ
ー
ゲ
ア
リ
ュ
ア
ー
ペ
レ
ソ
プ
ー
一
ツ
ー
リ
ヤ
ザ
ン
ー
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
ー
ス
ズ

ダ
ル
等
が
順
次
各
個
に
撃
破
さ
れ
て
こ
ｉ
に
新
仁
な
る
蒙
古
人
政
課
金
斡

耳
弟
が
成
立
し
記
る
を
述
べ
、
綾
い
て
金
帳
汗
圃
の
政
治
・
外
交
の
推
移

を
總
叙
し
、
韓
じ
て
其
の
社
會
的
・
統
済
的
制
度
を
究
明
し
政
治
組
織
を

論
じ
最
後
に
郡
市
生
活
を
４
　
い
て
そ
こ
に
蒙
古
人
支
配
階
級
の
生
態
を
執

へ
る
と
共
に
文
化
生
活
の
一
章
を
設
け
て
一
般
遊
牧
蒙
古
人
の
生
活
を
も

漏
ら
さ
な
い
。
之
に
對
し
て
後
篇
に
於
て
は
、
先
づ
第
一
章
を
以
て
蒙
古

軍
侵
入
直
前
の
。
ロ
シ
ア
に
存
在
し
た
諸
侯
國
の
反
目
對
立
状
態
を
、
絞
く

三
章
を
費
し
て
其
の
征
服
の
纒
過
を
、
そ
し
て
更
に
第
五
章
の
一
章
を
割

い
て
其
の
國
内
組
織
の
記
趣
に
充
て
／
I
　
ｉ
Ｑ
Ｎ
Ｊ
Ｑ
で
あ
る
が
、
併
し
何
と
い

っ
て
も
本
篇
の
中
心
は
金
帳
汗
國
と
〃
シ
ア
と
の
政
治
関
係
゛
を
取
扱
へ
る

第
六
章
及
び
ロ
ー
シ
ア
史
上
に
於
け
る
蒙
古
政
護
の
意
義
に
闘
す
る
諸
家
の
』

意
見
‐
こ
題
す
る
最
後
の
一
章
に
在
Ｉ
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
『
い
。
十
四
世
紀

に
於
け
る
モ
ス
・
－
喉
瀾
の
廓
興
を
目
し
て
金
帳
汗
叫
の
服
制
に
對
す
る

-78-
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・
シ
ー
ア
民
攬
の
甫
學
過
帳
の
所
産
と
し
、
之
が
商
業
雛
済
ｓ
登
痩
に
体
。
ふ

諸
悦
國
間
の
経
済
的
緊
縛
を
紐
９
　
と
し
て
、
こ
ゝ
に
軍
一
國
家
形
成
へ
の

方
向
が
定
位
さ
れ
、
其
の
表
現
と
し
て
蒙
古
雄
視
‘
の
握
或
を
否
定
す
る
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

■

ス
’
Ｉ
侯
ド
ミ
ト
リ
ー
・
ド
ジ
ス
司
イ
に
依
る
ク
リ
こ
ｙ
オ
の
戦
捷
が
在

つ
仁
と
説
明
す
る
あ
た
り
。
油
石
に
ロ
シ
ア
古
代
史
、
特
に
其
の
綻
済
史

の
尊
門
家
ど
し
て
の
卓
越
し
た
見
解
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

雨
書
共
に
引
用
す
る
所
は
博
く
∃
Ｌ
・
ツ
パ
ー
イ
ス
・
ラ
ム
諸
國
の
典
籍

は
も
と
よ
ｈ
ｖ
'
-
i
c
代
に
・
シ
ア
の
諸
年
代
叫
更
に
は
近
時
に
於
け
る
考
古
學

的
諸
研
究
の
結
果
を
も
取
り
入
れ
頗
る
多
彩
で
あ
る
。
就
中
古
｀
代
ロ
シ
ア

文
献
を
縦
横
に
駆
使
し
得
た
鮎
は
、
ロ
シ
ア
人
史
家
に
し
て
初
め
て
錫
し

り
る
所
で
み
つ
て
、
前
世
紀
‐
以
南
ハ
ン
マ
ー
の
「
金
帳
汗
國
史
」
に
向
け
ら

れ
て
ゐ
包
ロ
シ
ア
學
界
の
非
難
と
不
満
と
を
完
全
に
除
去
し
記
も
の
と
い

ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
抑
”
M
帳
汗
國
の
出
現
は
十
三
世
紀
に
於
け
る
ロ

シ
ア
諸
侯
國
分
立
の
形
勢
に
負
ふ
所
少
な
が
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
同
時

に
又
十
四
・
散
紀
末
に
於
け
る
モ
ス
つ
Ｉ
侯
國
の
強
大
化
を
ｍ
床
せ
し
め
た

も
の
で
も
あ
っ
た
。
此
の
鮎
、
そ
れ
は
確
に
Ｉ
シ
。
ア
東
の
上
に
重
大
な
意

義
を
持
つ
も
の
に
相
違
は
な
い
。
が
併
し
い
ふ
迄
も
≪
'
－
’
、
金
帳
汗
國
は

決
し
て
旱
に
ウ
ー
フ
ジ
、
、
、
Ｉ
ル
侯
國
の
蕗
に
在
っ
た
の
で
も
な
け
れ
ば
叉
モ

¢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

　

－

　
　

Ｉ
Ｉ

　

ス
ー
ー
侯
國
の
儒
に
在
っ
た
の
で
も
な
い
。
金
帳
汗
國
に
は
金
帳
汗
國
自

　

韓
の
存
査
｀
義
が
主
張
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
あ
く
迄
も
ヂ
ュ
チ
ー
ウ
ル
入

　

其
の
も
の
口
。
究
。
明
郷
唄
’
標
を
置
く
ヤ
ク
ボ
フ
ス
キ
ー
と
、
寧
ろ
其
が
。
ロ
シ

　

ア
史
に
如
付
な
る
位
置
を
占
め
る
べ
き
か
を
問
題
と
す
る
グ
レ
ー
プ
、
此

　

の
二
つ
の
立
場
よ
り
す
る
金
帳
汗
國
史
を
同
時
に
提
供
す
＆
本
書
は
破
に

　

其
の
内
容
の
豊
富
を
誇
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。

　
　

尤
も
本
書
に
於
て
も
更
に
望
み
う
べ
き
鮎
は
絶
無
で
は
な
い
。
一
‐
蹟
後

直
ち
に
感
じ
ら
れ
る
要
望
‐
こ
じ
て
は
、
何
よ
り
も
先
、
史
賓
の
確
定
、
其

ヽ
の
内
容
の
披
充
が
挙
げ
ら
れ
る
。
勿
論
問
題
解
決
に
直
接
安
す
べ
き
文
献

の
峡
如
瞭
之
を
否
み
得
な
い
と
し
て
も
、
併
し
著
者
も
指
摘
せ
る
如
く

　

［
金
帳
汗
國
は
法
律
的
に
は
単
一
な
る
成
吉
思
汗
帝
國
の
各
部
分
と
見
な

　

さ
れ
た
］
の
で
あ
る
。
諸
汗
國
、
殊
に
元
朝
の
記
録
は
少
く
と
も
制
度
文
物

　

に
欄
す
る
限
り
、
補
ふ
所
は
確
に
少
し
と
は
し
な
い
。
逡
魯
花
赤
=
　
ｘ
≪

　

カ
ク
然
り
、
斡
脆
然
ｈ
’
、
租
税
買
撲
制
産
・
戸
口
調
査
或
は
被
征
服
地
に

　

於
け
る
封
建
世
侯
の
蒙
古
汗
に
對
す
る
義
務
等
に
於
て
又
然
り
で
あ
る
。

ト
而
―
東
方
史
料
に
對
す
る
此
の
無
開
心
は
、
狗
り
瓊
々
た
る
史
官
の
鄭
穿

　
　

ｙ

　
　

’

　
　
　
　

｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り

　
　
　
　
　

Ｋ

　

に
の
み
係
る
べ
き
問
題
で
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
蒙
古
大
汗
國
の
Ｉ

　

支
と
し
て
の
考
察
の
有
糾
は
、
延
い
て
は
金
帳
汗
國
其
の
も
の
の
正
し
い

　

理
解
を
も
左
右
す
る
で
あ
ら
う
か
ら
で
あ
る
。

　
　

最
後
に
、
‐
数
多
く
の
ロ
シ
ア
古
査
並
に
興
味
深
い
’
・
こ
Ｉ
ア
チ
ュ
ー
ル
を

’
挿
査
と
し
て
挿
入
し
。
而
も
其
の
出
所
を
明
か
に
さ
れ
る
の
煩
を
避
け
ら
れ

　

な
か
っ
た
謬
者
に
對
し
て
、
今
一
つ
歴
史
地
岡
の
附
載
を
望
み
っ
ｓ
此
の

　

稿
を
了
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
愛

　

宕

　

松
’
男
〕
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